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方法: 1) 水痘皮内抗原と皮内反応;高橋(阪大微研)から分与された皮肉抗原液の O.lmR を皮肉
注射し，通常48時間後に発赤の径を計測した。皮内抗原の製作法の大要;水痘ウイルス(岡株)を感
染させ充分に変性が生じたヒト 2 倍体細胞 (WI38) を超音波で破砕い遠沈後の上清液を加熱して
ウイルスを完全に不活化した液である。
2 )水痘ワクチンと接種方法;阪大微研で製作されたワクチン液(岡株500~ 1 ， 000，一部は高力価
5， 000PFU/dose) の 0.5mR を皮下注射した。
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4 )対象者;健康者は大阪市内の S 乳児院と S養護施設に収容中の乳幼児総計212名，また種々の基
礎疾患を有する患者は阪大小児科で診療中の 133名である。
成績; 1) 水痘既往の確実な健康小児の水痘皮内反応は生後 6 カ月から 5 歳までの 115名に行った。
全員が発赤の径 5mm以上で、あった D 水痘既往のない生後 1~7 カ月の新生児 乳児 19名では全員が発
赤の径 4mm以下であった。
2 )移行抗体残存乳児(前記19名)に高力価の水痘ワクチンを接種して経目的に皮肉反応をしらべた。
接種後 4 日日には 12名が， 14日目には皮肉反応が全員陽転した。中和抗体価は10名に上昇がみられた
だけであった。ついで水痘既往のない 2~4歳の幼児では，ワクチン接種後 5 日目に 5 名中 4 名が陽
転したのに対して，中和抗体は遅れて全員の上昇は 14日目であった。
3) 皮肉反応の陽性度と水痘流行時 (1979年春)の感染防禦との関係を 0~2歳の乳幼児90名(前記
19名中 17名を含む)が収容されている乳児院で検討した。流行前に水痘ワクチン接種されていた37名












のが適当と思われる。水痘経過後の年数( O. 5~ 5 年)と発赤の程度とは余り相関しなかった。
2 )移行抗体残存乳児19名に水痘ワクチンを接種し， 4 日目に 12名， 14日目には全員が皮内反応の陽









4 )種々の基礎疾患を有する 133名の小児に水痘ワクチン接種を行い， 131名に皮肉反応の陽転がみら
れた。中和抗体価は23名中22名中に上昇がみられ，皮肉反応の程度と比較的相関するように思われた。
以上の結果から水痘皮肉反応は簡便で、特に副作用もなく，鋭敏かっ確実で、あり，水痘に対する感染性
の検査及び水痘ワクチン接種後の免疫検査に極めて有用で、あることがわかった。
論文の審査結果の要旨
本論文は不活化水痘ウイルスを用いた水痘皮肉反応の臨床的応用を検討したものである。
健康乳幼児，悪性腫蕩などの基礎疾患を有する患児および
いて皮内反応応、，血清中和反応，補体結合反応を検索した。
その結果，水痘皮肉反応は細胞性免疫を表現し，個体の水痘ウイルスに対する感受性を簡便かっ最
も確実に知る方法であることを証明したもので，臨床的に極めて有意義で、ある。
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